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活動時期 at (%) 
①小学校部活等 4( 6.6) 
②中学校部活等 5( 8.2) 
③高校の部活毒事 14(22.9) 
@大学のサ クーJレ等 22(36.1) 
⑤少年少女合唱団等 4( 6.6) 
⑤市民合唱団等 10(16.4) 
①職場の合唱団等 2( 3.2) 
@合唱経験なし O( 0 ) 
















































































































②職業に生かすため 3{ 3.8) 
③人との交流 16(20.5) 
@余暇の利用 7( 8.0) 
⑤健康のため 7( 8.0) 
⑤合唱指導者となるため 2( 2.6) 








区分 主な 内容 合計(%)































































①レベルをよげたいし，可能であると思う 24 (85.7) 
②レベルをよげたいが，現状維持にとどまると思う 4 (14.3) 
③明復のレベルを維持したいし，可能であると思う o ( 0) 
@現在の音楽レベルを維持したいが.無E重であると思う o( 0) 
⑤今のレベルは潟すぎるので.下げてほしい o ( 0) 
合 言十 28 
褒 7 希望する表現の音楽レベル
内 雪量 百十 (%) 
①レベルを上げたいし，可能であると思う 27 (96.4) 
②レベルをよげたいが，現状維持にとどまると思う 1 ( 3.6) 
③現在のレベルを維持したいし，可能であると恩う o ( 0)
@現在の音楽レベルを維持したいが.無理であると思う o( 0) 
⑤今のレベルはおすぎるので，下げてほしい o ( 0) 























①レベルを上げたいし，可能であると思う 18 (64.3) 
@レベルを上げたいが，現状維持にとどまると思う 1 ( 3.6) 
③現在のレベルを維持したいし，可能であると思う 8 (2泡.5)
@現在の音楽レベルを維持したいが，無理であると思う o( 0) 






















合 言十 l∞ 
表10 部活等による音楽経験
項 目 計(%)
①大変なっている 18 (6.7) 
②なっている 5 (18.5) 
③少しはなっている 2 ( 7.4) 
④わからない 1 ( 3.7) 
⑤なっていない 1 ( 3.7) 









































①幼稚園 o ( 0) 
②小学校 1 ( 2.5) 
③中学校 7 (17.5) 
④高校 12 (30.0) 
⑤大学 20 (50.0) 
⑥その他 o ( 0) 
ぷロ益、 言十 40 
表13 影響を受けた人物(複数回答)
種 類 計(%)
①教師 9 (20.9) 
②合唱指導者 1 (25.6) 
③友人 9 (20.9) 
@先輩 13 (30.2) 
⑤その他 1 (2.3) 








































































項 目 官十 (%) 
①大変なっている 8 (61. 5) 
②なっている 2 (15.4) 
③少しはなっている 2 (15.4) 
@分からない 1 ( 7.7) 
⑤なっていない o ( 0) 































































































9 (11. 4) 
16 (20.3) 
13 (16.5) 
3 ( 3.8) 
5 ( 6.3) 
5 ( 6.3) 
2 ( 2.5) 
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中国地区 団体数 順 位
鳥取県 4 4 
烏綬県 2 5 
岡山県 19 
広島県 16 2 














団体 少年 中学 高校 大学 磁場 西正 一般 個人 合計 狐t主
鳥取 4 7 7 l l 15 5 。40 5 
島根 2 10 8 l l 13 7 。42 4 
関山 4 8 8 8 2 4 22 。76 2 
広烏 6 4 7 2 3 70 23 01115 i 
山Ll 2 13 9 l 1 27 1 。64 3 











小学校 中学校 高 校 合計 .l'i位
鳥取県 4校(120人) 役交(73人) l校(13人) 7校 5 
島根県 13校(385人) お校(479人} 6校(140人) 34校
岡山県 2校(77人) 6校(125人) 2校(51人) 10校 4 
広島県 4校(139人) 5校(177人) 7絞(174人) 19校 3 
9校(357人) 8校(211人) 3校(91人) 加校 2 
表4 岡山県の参加校数 平成11年8月
平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成
5年 6年 7年 8王手 9~手 101f: 1年
小学校 4 3 4 2 2 2 
高校 6 2 4 2 2 1 2 
少年少女合唱団は，社会教育における(学校外活
動)であり，全日本合唱連盟は，中学校・高校・大
学の学校教育と成人による社会教育の混在であり，
NHK全国学校音楽コンクールは，学校教育の活動
と位置付けることができる。中園地区の中でも合唱
の盛んな県である島根県と岡山県の比較をする。岡
山県の場合，中園地区の中でも特に少年少女合唱団
の数は多い(表1)。全日本合唱連盟への中・高・
大の加盟団体数も中国地区では一番多く，成人を含
めても 2位である(表2)。しかし， NHK全国学校
音楽コンクールへの参加は非常に少なく，開催さえ
危ぶまれる危機的状況である(表3，4)。合唱レ
ベルが全国的にも高いである島根県の場合はどうだ
ろうか。少年少女合唱団数は2団体と中園地区の中
で最も少ない(表1)。全日本合唱連盟への中 ・
高・大の加盟は岡山についで多いが，成人を含める
と4位となり，あまり活発ではない(表2)。しか
し， NHK全国学校音楽コンクールへの参加校は非
常に多い(表3)0NHK全国学校音楽コンクール
は，課題曲のレベJレが高く，コンクールに出場する
ための声楽の専門的な指導と教師の指揮力が必要と
なる。このコンクールは 音楽性を高めるという技
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生涯学習の一環としての合唱活動に関する一考察
術的な表現力を試すことにおいて意義が認められる
ものの，学校の音楽授業からはだんだん遊離し，特
殊化ないし専門家の方向に向かっているといえよう
(重嶋博，音楽と教育Ip. 92， 1996)。島根県の場
合，学校現場でも課題曲をクリアできる寓い合唱能
力を備え，毎年のように全国大会まで出場し上位の
成績を納めている。また，社会人合唱団も少数では
あるがそのレベルは高く，全国大会でも上位に入っ
ている。この2県を比較すると，次のように推察で
きる。
①岡山県の合唱活動は，学校教育での合唱活動が衰
退し，社会教育へ移行しつつある。
②島根県の合唱活動は，学校教育での合唱活動が非
常に盛んで、，児童生徒は学校教育での合唱活動に
満足しているため，社会教育での合唱は低迷して
いる。
③合唱レベルは，学校教育での活動が活発でないと
上がりにくい。
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